
複雑な連立方程式

　医政局では医療提供体制、医療従事
者の育成、研究開発など医療に関する
幅広い施策を所管しています。１つの
課で施策が完結することがあまりない
ため、複数の課のメンバーで議論をす
る機会が頻繁にあります。約３年に及
ぶ新型コロナウイルス感染症の対応を
通じて明らかになったことや、今後迎
える大きな人口構造の変化への対応、
時代とともに進んでいくデジタル技術
等の活用推進など、大きな課題をいく
つも抱えながら、それらを同時に取り
組まなければなければなりません。行

政の仕事は連立方程式を解くようなも
のだとしばしば例えられますが、非常
に多くの未知数と式がなすきわめて複
雑な連立方程式に日々対峙しています。
なかなか答えが出なくて苦しいことも
ありますが、地道に一歩一歩進んでい
くことの繰り返しもまた行政の醍醐味
だと思います。

　地域の医療提供を確保するために都
道府県が策定する「医療計画」という
６年を１期とする計画があります。都

道府県が計画を策定するに当たり、国
は 基 本 的 な 方 針 を 定 め て い ま す。
2024年に開始する次期計画の基本方
針について、現在国の検討会での議論
を進めています。コロナ禍の経験を踏
まえ、新たに新興感染症への対応につ
いての内容が追加されるほか、地域医
療構想や医師偏在対策など計画の内容
は多岐にわたります。中でも2025年
に向けて進めている地域医療構想のさ
らなる推進は重要な課題であり、コロ
ナ禍は医療機関の機能分化と連携の必
要性を顕在化させました。これもまた、
医師の偏在対策や勤務環境改善と併せ
て一体的に取り組んでいくことが求め
られます。
　医療は社会の重要なインフラである
と同時に、人々の生活の一部分に過ぎ
ません。他の分野の施策も含めた広い
視野をもって業務に取り組むことを心
がけています。

　健康局は、感染症、がん、難病など、
それぞれの疾病に対する対策に加え、
健康づくりなど、国民の健康、公衆衛
生に関わる幅広い分野を担当していま
す。2020年からは、感染症対策、検
査業務、予防接種など、新型コロナウ
イスルへの対応において中心的な役割
を果たしてきました。新型コロナが長
期化する中で、ウィズ・コロナへの移
行や感染症法上の位置づけの見直しな

ど、これまでの方向性とは違った対策
が求められるとともに、新型コロナの
教訓を生かした政策の見直しも求めら
れています。国民の生活に直結する政
策が多く、健康局に期待される役割は
大きいと感じています。

　現在予防接種担当参事官室で取り組
んでいる主要な業務として、新型コロ
ナワクチンの評価を行った上で、どう

いった接種を行うべきかの計画を検討
することがあります。未曾有の感染症
である新型コロナウイルス感染症に対
して、予防接種もまた未曾有の規模で
行われてきました。初回接種（１・２
回目）、追加接種（３回目、４回目）、
そしてオミクロン株対応ワクチンの接
種と、これまで接種を重ねてきました
が、新型コロナという感染症が長期化
する中、予防接種も長期的視野に立っ
て検討していくことが必要になってき
ています。感染症やワクチンの有効性、
安全性に係る評価に加え、自治体との
連携など、考慮すべき要素は多岐に渡
ります。ワクチンには稀ではあります
が、副反応による健康被害の問題も完
全に防ぐことはできません。新型コロ
ナワクチンも含めて、ワクチンについ
て様々なエビデンスが日々報告される
中、副反応も含めて国民に納得して接
種をしていただくため、接種の対象者、
スケジュールなど、適切な接種のあり
方を考えています。

オミクロン株対応ワクチンの接種について検討する際、専門家の先生方と何度も議論を
行いました。科学的議論をベースにスピーディーに政策を作り上げていくプロセスに充
実感を感じました。

様々なステークホルダーと直接議論をすることができ、またそうした議論をもとに国民
の生活にダイレクトにつながる政策を作ることがだいご味だと思います。

突発的な業務も多々ありますが、それぞれの課題を担当するチームでできるだけ情報を
共有し、少しずつでも休めるようにしています。自身もテレワークを活用し、できるだ
け自分の時間を確保するようにしています。

医療計画の見直し

新型コロナウイスル感染症へ
の対策から健康増進まで
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今までの業務や体験

医系技官の魅力・やりがい

ワークライフバランス

最近では自治体に出向し、関係者にヒアリングをしながらが
ん患者を対象にウィッグの費用を助成する事業などを新たに
立ち上げたことが印象に残っています。同じ役所でも国と地
方自治体とは異なるところもありその環境の違いを経験した
ことも大きな財産となりました。

医療に貢献する方法は数多くあっても、国の立場でしかでき
ないことはとても多いです。数年ごとに様々なポストを経験
することにより、各分野の知見が深まるだけでなく、複数の
分野に関わったからこその気づきや発見も得られる面白い仕
事だと思います。

今までの業務や体験 医系技官の魅力・やりがい

健康局
予防接種担当参事官室　室長補佐

渡邊  周介 W A T A N A B E  S h u s u k e

平成30年入省。医政局総務課で、医療の国際展開、特定機能病院
の在り方、外来機能の分化・連携、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大下における医療提供体制等を担当。その後、国内留学を
経て、令和4年より現職。

医政局
地域医療計画課　課長補佐

松本  千寿 M A T S U M O T O  C h i z u

平成26年入省。保険局医療課で診療報酬改
定に携わる。その後、障害保健福祉部精神・
障害保健課を経て、国立病院機構本部へ出
向。令和2年からは千葉市役所へ出向し健
康づくりや介護予防施策の担当を経て、令
和4年より現職。

未来の医療提供体制
を描く
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国民の健康のため、
感染症、がん、難病などの
対策、健康づくりも

新型コロナワクチンの評価と接種計画
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